
学校法人跡見学調跡見学臨女子大学と文京区との棺互協会に関する恕話協定

技法人跡見学園跡 を乙として、開乙両当

は、指互の協力;こ標し、次のと 締結する

(目的)

1条 この協定は、中と乙が包括的 携のもと、学術研究の発畏及び施策の充実

のため指互協力し、相互の活動の交流 るとともに、もって人材の育成と地域

の持層に寄 ることを閥的とするつ

(相互 

2条 前条の相互協力の事業は、次のとおりとする 


出 学術研究の成果及び人材の護洪 


出施設の手iJ患
 
;.，. ~その抱前条の目的を達成するため年及び乙が必要があると認め(3) 

2 前項の事議の実施設、話IJに定める結自によるものとする。

(協定存続期間) 

第 3条 二の協定の存続期間;土、� ら平成� 26年� 3月� 31日までとする c

2 前墳の期間満了の自の� 6か月 に、� 93乙し吋ぷれからも日fJ設の意思表示がない

ときは、この協定の存続期間は� l 新されるものとし、以権もまた同様とする c

{その他)

第 4条 この協定に定めのない事唄又は疑義 じた事項については、その都度、印

乙協議して定めるものとする O

この協定の 註する 、本書 2 作成し、叩 名の上、各自その� 1

長有する c
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学技法人跡見学闘跡5在学瞳女子大学と文京誌との相瓦協力に慢する包括協定実施縄問

(趣旨)

第� 1条 この網目 技法人跡見学間関: 大学と文京区との� 協力に

関する告括協 {以下「協定;という J 2墳に基づき、ヂの ザっし、

てf必要な めるものとする《

(インターンシッブの実撞)

第 2条 学校法人跡見学罷跡見学園女子大学(以下� f甲j という J 辻、文京夜〈以

下「乙j という2:::の簡で、インタ…ンシッブを実寵する O 

2 実習生受入れ人数等、前項の規定による実摘の内容については、知途協議寸るつ

業の実施)

第� 3 Ff1 、 「対し、大学生又は 習指導補助 とし 1 学

つつ� 

2 深 前項の捜定γよる 誌の内容につい :土、 

3 E手 らの{玄頼があったとき 、 校 嬰保者等の涼 提

。

バ

る

金塊 U

f士写ザ める c 

術研究の成果の提供とその

第 4条 乙l士、甲の学術研究の成 する場及び機会の提棋に務めるとともに、

後援等を行うよう努める。� 

2 土、甲の開催する公開講演 甲からの依頼があったときは、その

ついて協力するよう努める。� 

3 市は、その学卒"T研究の成果により 教育、生涯学習、� 1 人材 乙の施策

るよう努める。

の利用)� 

5条� Ff11えび乙 i土、学若干評究の び境築の充実のために、それぞれが深有する

施設について、指互にその和1 

2 施設の利用期間、� f吏用料 く利用の方法については別漁協議する。� 

の他の協力内容)

6 前各条iこ掲げるもののぽ るため、甲及び乙は、

カボ可誌な事項謹;こつい 樫的;こ嶺討する c

仔員IJ 

w の縮 E辻、平成� 23年� 5 Jl17E3から実註するつ


